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総務課

平成30年度第2次補正予算の概要（消防庁関連）

【津波・大規模風水害対策車】
【訓練用車両】

【高機能救命ボート】

【重機】

　平成30年度第２次補正予算が、２月７日（木）の参
議院本会議において、賛成多数で政府案どおりに成立し
ました。昨年12月14日に閣議決定された「防災・減災、
国土強靭化のための３か年緊急対策」（以下、「緊急対策」
といいます。）を含めた、追加歳出の規模は３兆351億
円となっています。
　その中で消防庁関係では、緊急消防援助隊の特殊車両
の整備や消防団向けの救助資機材搭載型消防ポンプ自動
車の整備、救助用資機材に係る補助事業など、緊急対策
に係る事業を中心に、平成29年度の補正予算を大きく
上回る45.1億円を確保したところです。本稿では、そ
の概要について解説します。

　緊急消防援助隊の特殊車両や資機材の配備により、近
年頻発している水害等への対応能力を充実強化するた
め、14.2億円を計上しています。
①津波・大規模風水害対策車、全地形対応車Ⅱ型の整備
　　津波や大規模風水害による浸水地域等の災害現場
に、迅速かつ的確に消防力を投入することができるよ
う、津波・大規模風水害に対応する機動的な車両及び
その搬送車を整備するため、4.9億円を計上していま
す。津波・大規模風水害対策車は６台、全地形対応車
Ⅱ型は１台の整備を予定しています。

③重機の整備
　土砂崩れが発生した際の救助活動等を行うための重機
と、その搬送車を整備するため、6.1億円を計上してい
ます。９台の整備を予定しています。

②高機能救命ボートの整備
　豪雨災害時等に救助活動を安全かつ効果的に行うため
の高機能な救命ボートを整備するため、1.8億円を計上
しています。16台の整備を予定しています。

④映像伝送システムの整備
　災害現場で撮影した映像をリアルタイムで情報提供
し、大規模災害時における迅速な情報収集体制を構築す
ることができるよう、消防庁及び指揮支援隊登録市町村
に映像伝送システムを配備するため、0.4億円を計上し
ています。

１．緊急消防援助隊の充実強化（緊急対策による事業）

２．消防団の装備・訓練の充実強化（緊急対策による事業）

⑤ＮＢＣ訓練用資機材の整備
　ＮＢＣテロによる災害に万全を期す必要があることか
ら、消防大学校における訓練を充実するための訓練用車
両やＮＢＣ検知器、救助資機材等を整備するため、1.1
億円を計上しています。

【全地形対応車Ⅱ型】
【NBC検知器】 【NBC災害対応訓練】

　今後想定される南海トラフ地震等や、台風･竜巻･集中
豪雨等の大規模自然災害から住民を守るためには、地域
防災の要である消防団の充実強化は非常に重要であり、
また、平成30年７月豪雨等における消防団の救助活動
において、災害が広範囲にわたり、現場の機動力や救助
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　近年の災害において、地上の電話網が途絶して不通と
なるケースが増えていることを踏まえ、消防庁、都道府
県、市町村等の間を結ぶ衛星通信ネットワークについて、
大雨の中や大規模災害の発生時でも必要な通信を確保で
きる次世代システムの導入に係るモデル事業実施のた
め、4.0億円を計上しています。

　「ヘリコプター動態管理システム」の端末の配備、更
新および機能向上を図ることで、大規模災害時における
効率的な部隊運用および航空隊の安全運航体制を強化す
るため、0.6億円を計上しています。

問合わせ先
　消防庁総務課
　TEL: 03-5253-7506

３．地方公共団体における非常用通信手段
　　の確保等（緊急対策による事業）

４．大規模災害に対応するための航空消防体制
　　に関する緊急対策（緊急対策による事業）

【救助用資機材搭載型消防ポンプ自動車】  

救助⽤用⼯工具 

チェーンソー 

油圧カッター 

投光器 

⾞車車載⽤用デジタル無線機 

トランシーバー 

エンジンカッター 

⾃自動体外式除細動器（AED） 

【搭載予定救助用資機材等】

 

【補助対象資機材】

＜事業イメージ＞

＜事業イメージ＞

用資機材の不足が課題となったことから、消防団の災害
対応能力のさらなる向上を図るため、新たな補助事業創
設を含め、25.3億円を計上しています。
①救助用資機材搭載型消防ポンプ自動車の無償貸付
　　大規模災害時は、現場状況の把握ができない中で、
先着する消防団は、消火･救助･救出･応急処置等の多
様な初動対応を行うことが求められることから、救助
用資機材等を搭載した消防ポンプ自動車を地方公共団
体に無償で貸し付け、教育訓練を実施します。17.9
億円を計上し、94台の配備を予定しています。

②消防団救助用資機材補助金
　消防団における配備率が低い５種類の救急救助用資機
材（エンジンカッター、チェーンソー、油圧ジャッキ、
ＡＥＤ、油圧切断機）およびトランシーバーの配備率を
底上げするため、全市町村を対象に３か年に限り、その
整備費用を補助するため、7.4億円を計上しています。（補
助率１／３）なお、当該補助事業の地方負担分について
は、特別交付税措置を講じることを予定しています。

次世代システムの特長
・通信回線容量の増強
・大雨でも通信が途切れにくい
・高画質映像伝送
・インターネット利用が可能 等

５．その他
　災害等において亡くなられた消防職員等に対し、賞
じゅつ金等を支給するため、0.6億円、また消防研究セ
ンター施設整備のため、0.5億円を計上しています。


